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 ふらっと通信 
第１66号 
令和６年６月１３日発行 

発行：南房総市富山地域づくり協議会「ふらっと」 

 〒299‐2216 南房総市久枝327  

          （富山地域センター内） 

 TEL：0470-57-3000 / FAX：0470-57-3002 

 メールアドレス：tomy_furatt@yahoo.co.jp みんみんネット HP FB 

日 曜 
活動・主催 

（開催については主催者にお問い合わせください） 
場所 時間 

4 木 岩井駅前公園美化活動 ※雨天中止（岩井案内人の会） JR岩井駅前公園 9：00～ 

6 土 
岩井海岸ビーチクリーン ※雨天中止 

 080-8051-6039  i.PLANNER 渡辺 
高崎駐車場 

6：00～ 

30分程度 

10 水 おはなし会（あひるの会） 白鳩保育園 10：00～ 

11 木 岩井駅構内花壇美化活動 ※雨天中止（岩井案内人の会） JR岩井駅 9：30～ 

12 金 おはなし会（あひるの会） 富山小学校 8：00～ 

15   月  岩井海岸清掃（久枝1・2、3観光） 岩井海岸 8：00～ 

18 木 富山山頂美化活動 ※雨天中止（岩井案内人の会） 集合：南房総市駐車場 9：00～ 

20 土 おはなしだいすき（あひるの会） 岩井コミセン 10：30～ 

25 木 岩井川親水公園美化活動 ※雨天中止（岩井案内人の会） 岩井川親水公園 9：00～ 
            

 サロン開催予定 場 所 開催日・時間 問合せ・備考 

 茶の間（久枝区） 久枝青年館 
毎月第1・3火曜日 
13:30～15:00 

090-2328-8934(福原) 

 市部みんなのたまり場 市部青年館 
毎月第2・4火曜日 
10:00～14:00 

090-5505-7022(吉澤) 

 みならく出口 高崎出口青年館 
毎月第2・4木曜日 
13:30～15:30 

  

 いのばた 井野集会所 
毎月20日  
13:30～15:30 

  

 さろん平久里 平群コミセン 
毎月第2・4金曜日 
10:00～12:00 

  

 だんらんカフェ（犬掛） 
古民家カフェ 

「田舎の家」 

毎月第2木曜日 
13:30～15:00 

 

  山田のかかしサロン 山田青年館 
毎月第４水曜日 

13:30～15:30 

090-1556-4041(川名) 

※山田区民限定 

令和６年７月の富山地域内の活動（5月28日現在の情報です） 

とみやま地名探訪 ：高崎と不入斗 

 

富
山
地
区
の
「
高
崎
」
は
、
小
浦
の
東
に
あ
る
小
高

い
丘
で
あ
る
高
崎
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
明
治

時
代
に
高
崎
村
と
し
て
登
場
し
ま
し
た
。
小
浦
の
漁
港

付
近
を
高
崎
湾
、
岩
井
川
の
支
流
に
高
崎
川
と
い
う
呼

称
も
あ
り
ま
す
が
ど
ち
ら
も
古
い
名
前
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。
崎
は
山
が
突
き
出
た
と
こ
ろ
を
指
し
、
高
崎

と
は
高
く
突
き
出
た
所
と
い
う
場
所
を
表
し
て
い
ま

す
。 

 

高
崎
の
地
区
は
江
戸
時
代
ま
で
は
「
不
入
斗
」
（
い

り
や
ま
ず
）
と
よ
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
不
入
斗
と
は
、

藩
へ
の
年
貢
を
免
除
す
る
地
域
と
い
う
意
味
で
す
。
な

ぜ
そ
う
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
不
入
斗
村
は
鎌
倉
の
鶴

岡
八
幡
宮
の
領
地
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
地
元
の

地
頭
の
寄
進
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

不
入
斗
は
、
土
地
に
地
頭
が
入
れ
な
い
「
不
入
」
と

年
貢
米
を
量
る
「
斗
」
の
合
成
語
で
し
ょ
う
。
荘
園
が

広
が
っ
た
鎌
倉
時
代
頃
か
ら
登
場
す
る
言
葉
で
、
富
山

町
以
外
に
も
市
原
や
富
津
に
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
広

げ
る
と
横
須
賀
市
に
も
不
入
斗
と
い
う
地
名
が
残
っ
て

い
ま
す
。 

 

今
で
は
あ
ま
り
交
流
の
な
い
対
岸
の
三
浦
半
島
と
南

房
総
に
は
同
じ
地
名
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

鎌
倉
時
代
か
ら
幕
府
に
関
係
す
る
豪
族
が
房
総
地
域
を

領
有
し
て
い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

以
前
紹
介
し
た
「
犬
懸
」
は
鎌
倉
の
東
北
部
に
い
た

犬
懸
上
杉
氏
と
関
係
し
、
千
倉
に
あ
る
「
朝
夷
」
（
あ

さ
い
）
も
鎌
倉
東
部
の
朝
夷
名
切
通
し
を
開
い
た
と
い

わ
れ
る
朝
比
奈
義
秀
と
関
係
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
金
谷
や
州
崎
と
い
う
地
名
は
神

奈
川
に
も
あ
り
ま
す
。
鯨
漁
の
技
術
も
相
模
の
三
浦
の

漁
師
の
口
添
え
が
あ
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
そ
う
で

す
。
こ
の
よ
う
に
、
対
岸
の
相
模
国
と
の
往
来
は
今
よ

り
も
も
っ
と
密
接
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
徳
永
忠
雄
） 

－４－ 

「６５歳からの体力測定会」を実施します！ 6月３０日(日) 

「これくらいなら大丈夫」と思っていたのに、転びそうになったことはありませんか？ 
体力を知ることは健康診断で自分の健康状態を知るのと同じです。自分の体力を知り、転倒防止や健

康づくりに向け、まずは自分の体力を知ることから始めましょう。 

 

内 容 ①体力測定（握力・上体起こし・長座体前屈・開眼片足立ち・10ｍ障害物歩行・6分間歩行） 

    ➁モルック体験 

会 場 富山ふれあいスポーツセンター（久枝1024） 

時 間 午後１時受付、午後１時３０分スタート 

募 集 ６５歳以上の方４０名位・参加費は無料です 

    ※参加ご希望の方は直接会場にお越しください 

持ち物 動きやすい服装・タオル・飲み物 

    ※上履きを持ってきてください 

南房総市丸山公民館☎46-4031・南房総市スポーツ推進員連絡協議会 

問合せ 富山地域づくり協議会「ふらっと」☎５７-3０００ 

会場は「ふれスポ」です。 

予約不要！ 

会場まで直接お越しください。 

令和６年度「市民提案型まちづくりチャレンジ事業」 

チャレンジコース公開プレゼンテーションが開催されました 

 令和６年度「市民提案型チャレンジ事業」公開プレゼンテーションが４月２０日（土）、とみうら

元気倶楽部さざなみホールで開催されました。 

 富山からは、『チャレンジコース』に「へぐりウェルネスツーリズム（豊かな自然とウェルネス

ツーリズムの魅力あふれる、へぐり周辺地域の活性化プロジェクト）」がエントリーしました。 

 プレゼンテーションなしの『初めの一歩コース』には「南房総子供ミライプロジェクト（南房総エ

リア学力向上プロジェクト）」がエントリーしました。 

へぐりウェルネスツーリズムのプレゼンテーション 
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安房国札観音霊場を大正時代の絵葉書で巡る 

－3－ 

南房総学 

 今回で「安房国札三十四ヶ所観音霊場を大正時代の絵葉書で巡る」は終了となります。令和３年に

予定されていました安房国札丑歳御開帳は、新型コロナ感染拡大のため中止となりましたが、次回は

令和８年の牛歳御開帳が予定されていますので、巡ってみてはいかがでしょうか。 

 最終回は、第三十四番 滝本堂と、番外の 震災観音堂・観音寺・水月堂を巡ります。 

 第152号（３月発行）から掲載を始めた「南房総学」を楽しんで頂けましたでしょうか。 

           ※説明文及び番外の写真は、ちば南房総「安房国札観音霊場巡り」より抜粋 

第三十四番 大山 滝本堂 / ごくらくの みのりはここに 大山の 千手のちかい なをもたのもし 

 かつて古畑にあった長徳寺という寺が、滝本堂の前身と

いわれています。長徳寺は鎌倉時代の貞永元年(1232)に慈

悲上人が安房の観音霊場を定め、観音堂である滝本堂を三

十四番納の札所に追加で選んだとのこと。 

 大永2年(1522)土豪の糟谷石見守家種が寺を再興し、寺号

を大永普門寺長徳院と改め、千手観音菩薩立像を本尊に。

天皇の勅願所として大いに栄えた時代もあったものの、明

治維新後に廃仏毀釈の影響もあってか長徳寺は廃寺になっ

たのです。明治34年に観音像を同じ大山にある大山寺へ移

動。三十四番札所は引き継がれて、今に至っています。山

の中腹にある大山寺は、諸武将の崇拝を集めた山頂にある

高蔵神社の別当寺。神亀元年(724)良弁僧正の創建といわれ

ています。 

番 外 震災観音堂 / 泡やとて たつまなきまに 消ゆる身は 同じ蓮の 花の臺に 

 一般に「震災観音堂」と呼ばれ「慈恩院」塔頭として多くの人々の帰依を

集めています。御開山は、耕雲珍龍大和尚禅師。珍龍老師により「善導会

館」が建てられ、改名され「観音堂」と銘々されました。お堂には後に北条

から館山駅前に移転。その後、現在の海岸近く中村公園一隅に移転されまし

た。二世巨海潜龍大和尚、現在住職、三世知音寛道。創建された趣旨は、大

正12年9月1日に起き、未曾有の大被害を出した「関東大震災」による犠牲者

の御霊を慰め、且つ「世界平和」の為、そして世の人々の「精神教化の一道

場」たらしめが為、という発願のもと今日に至ります。 

 保田駅の南東、日本武尊を祀る保田神社の前にある観音寺。八番日本寺と九

番信福寺の中間に位置する番外寺です。縁起によれば、安房の太守・里見義実

が文明3年(1471)に祈願所として建立し、本尊として新田義貞より譲り受けた

聖観音立像を安置したのが始まりです。この観音像は弘法大師の作と伝えられ

ています。その当時は真言宗の寺院でした。 

 その後、観音寺は、保田の曹洞宗昌竜寺の境外仏堂となりました。第二次大

戦のときは本堂が茅葺だったために、空襲の被害を避ける目的で解体。現在の

お堂は昭和30年に新築されたものです。 

番 外 福聚山 観音寺 / ありがたや まことの道に 手引きして ふかきえにしを むすぶみほとけ 

番 外 大黒山大智庵 水月堂 / ありがたや 千手の糸を つずみ来て じひのみもとで 今ぞきるらん 

 漁師の街、勝山漁港をのぞむ大黒山。その中腹にある六番札所・長谷寺の

隣に、番外観音堂の水月堂があります。水月堂が長谷寺に隣接された経緯は

不明です。大智庵本堂裏の山裾にやすらぎ地蔵の祠があり、横の階段を上が

ると、こじんまりとした水月堂の境内と観音堂が。お堂は文和(ぶんな)4年

(1355)の創建とされています。 

 元禄16年(1703)に起きた大津波では流失の憂き目に。当地でも多数の被害

者が出ました。そこで供養に立ち上げったのは、勝山の捕鯨集団「醍醐組」

の3代目・醍醐新兵衛明定(あきさだ)でした。 


